
一

始
め
に

二

各
研
究
報
告
の
整
理

三

結
び一

始
め
に

二
〇
一
三
年
と
二
〇
一
四
年
の
二
年
間
、
名
城
大
学
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
・
谷
口
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、｢

慣
習
と

『

近
代』｣

研
究
会
が
名
城
大
学
に
て
三
度
に
亙
り
開
催
さ
れ
た

(

二
〇
一
三
年
一
二
月
七
日
、
二
〇
一
四
年
一
月
二
七
日
、
二
〇
一
四

年
六
月
二
八
日)

。
こ
の
三
度
の
研
究
会
で
の
研
究
執
告
は
以
下
で
あ
る
。
曾
文
亮

｢

日
本
統
治
期
台
湾
人
の
家
族
の
旧
慣
―
宗
法
の

家
か
ら
多
重
構
造
的
戸
主
の
家
へ
―｣

、
上
地
一
郎

｢

明
治
期
沖
縄
の
村
落
慣
習
法
と
土
地
制
度｣

、
王
泰
升

｢

慣
習
と
近
代
法
―
台
湾

65－1･2－ (名城 '15)488

一

論

説
｢

慣
習
と

『

近
代』｣

研
究
会
に
つ
い
て
の
一
報
告

松

田

恵

美

子



に
お
け
る
慣
習
の
国
家
法
化
を
例
と
し
て
―｣

、
松
原
健
太
郎

｢

土
地
保
有
諸
慣
行
と
国
家
統
合
―
香
港
新
界
を
一
例
に
―｣

、
�
源
盛

｢
近
代
国
家
法
と
台
湾
原
住
民
の
旧
慣｣

(

�
源
盛
氏
急
病
の
た
め
、
松
田
が
急
遽
報
告
原
稿
の
内
容
紹
介
を
行
な
っ
た)

。

い
ず
れ
も
興
味
深
い
報
告
で
あ
り
、
得
ら
れ
た
知
見
も
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
報
告
に
つ
い
て
全
体
的
な
ま
と
め
を
行
な
い
、

今
後
の
研
究
へ
の
足
掛
か
り
と
し
た
い
。
そ
の
意
味
で
こ
こ
で

｢

慣
習
と

『

近
代』｣

研
究
会
に
つ
い
て
の
一
報
告
を
行
な
う
も
の
で

あ
る
。
但
し
各
報
告
は
様
々
な
論
点
を
含
ん
で
お
り
、
そ
れ
ら
す
べ
て
を
こ
こ
で
挙
げ
る
こ
と
は
、
紙
幅
の
関
係
も
あ
り
不
可
能
で
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
以
下
で
述
べ
る
こ
と
は
、
各
報
告
の
極
一
部
を
筆
者
自
身
の
研
究
テ
ー
マ
と
の
関
係
で
抽
出
し
た
も
の
と
捉
え
て
い
た

だ
き
た
い
。

筆
者
は
か
つ
て

｢

台
湾
法
制
史
と
土
地
法
研
究｣

と
題
す
る
論
稿
を
公
に
し
た

(

法
制
史
学
会
年
報

『

法
制
史
研
究』

六
一
号
、
二

〇
一
二
年
、
以
下

｢

前
稿｣

と
称
す)
。
そ
の
中
で
日
本
に
お
け
る
土
地
法
研
究
の
研
究
成
果
に
基
づ
き
、
台
湾
法
制
史
の
展
開
可
能

性
を
探
っ
た
。
こ
の
際
、
日
本
の
近
代
法
制
史
研
究
に
お
い
て
は
、
明
治
以
前
か
ら
続
く
土
地
慣
習
の
実
態
が
追
究
さ
れ
、
そ
こ
に
見

ら
れ
る
人
々
の
意
識
が
分
析
さ
れ
て
い
る
こ
と

(

例
え
ば
、
小
作
、
建
物
所
有
を
目
的
と
す
る
借
地
、
入
会)

を
挙
げ
た
。
こ
れ
は
明

治
よ
り
以
前
、
土
地
は
単
に
も
の
を
生
み
出
す
存
在
で
あ
り
、
人
々
の
意
識
は
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
収
穫
物
の
分
配
に
向
け
ら
れ
て
い

た
が
、
明
治
期
の
西
欧
近
代
法
概
念
導
入
以
降
、
土
地
が
商
品
化
へ
と
向
か
い
、
そ
の
過
程
で
様
々
な
紛
争
が
生
じ
て
い
た
た
め
に
、

そ
の
当
時
の
実
態
や
人
々
の
意
識
が
分
析
の
対
象
と
さ
れ
た
と
も
い
え
る
。
戦
後
は
、
地
主
と
小
作
人
の
関
係
は
ほ
ぼ
解
消
さ
れ
、
土

地
耕
作
者
が
所
有
権
者
で
あ
る
形
態

(

商
品
と
し
て
の
土
地
を
個
人
が
所
有
す
る
と
の
意
味
で
も
あ
る)

に
転
換
さ
れ
た
。
た
だ
建
物

所
有
を
目
的
と
す
る
借
地
は
な
お
存
続
し
た
こ
と
か
ら
、
法
社
会
学
、
民
法
学
の
分
野
に
お
い
て
、
近
代
法
概
念
に
基
づ
き
な
が
ら
も
、

日
本
の
実
態
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
そ
れ
に
適
応
し
得
る
法
理
論
を
構
築
す
る
た
め
の
論
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
こ
と

(

例
え
ば
近
代

的
土
地
所
有
権
を
巡
る
論
争)

を
挙
げ
た
。
近
年
は
土
地
所
有
に
関
す
る
理
論
の
構
築
は
更
な
る
展
開
を
み
せ
る
。
例
え
ば
土
地
所
有

に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
商
品
と
し
て
の
土
地
の
所
有
者
の
存
在
を
前
提
に
、
誰
の
如
何
な
る
権
利
を
保
護
す
べ
き
か
を
問
題
に
し
て

｢慣習と 『近代』｣ 研究会についての一報告
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い
た
こ
と
に
加
え
、
土
地
の
有
効
利
用
と
い
う
観
点
が
現
わ
れ
、
こ
の
観
点
に
関
わ
る
コ
モ
ン
ズ
論
と
の
関
係
で
、
戦
後
な
お
存
続
し

て
い
る
慣
習
で
あ
る
入
会
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
挙
げ
た
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
日
本
で
は
土
地
法
の
歴
史
的
研
究
が
、
領
域

面
で
も
、
時
間
面
で
も
非
常
に
広
い
射
程
を
も
つ
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
台
湾
で
も
や
は
り
土
地
法
の
歴
史

的
研
究
が
幅
広
い
射
程
を
も
ち
、
ま
た
法
制
史
学
、
法
社
会
学
、
民
法
学
の
結
節
点
と
捉
え
う
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
台
湾
法
制
史
研

究
の
展
開
可
能
性
の
一
つ
が
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
し
た
。

以
上
を
前
置
き
と
し
て
、
次
章
で
前
掲
の
一
連
の
研
究
報
告
を
ま
と
め
る
こ
と
で
、
台
湾
に
お
い
て
も
ま
た
日
本
に
お
い
て
も
、
近

年

｢

慣
習｣

の
分
析
が
、
新
た
な
研
究
動
向
と
の
関
係
で
登
場
し
て
い
る
こ
と
を
一
つ
の
得
ら
れ
た
結
論
と
し
て
示
し
た
い
。

二

各
研
究
報
告
の
整
理

今
回
の
一
連
の
研
究
執
告
で
は
慣
習
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
ら
を
大
き
く
分
け
る
な
ら
、
土
地(

或
い
は
不
動
産)

に
関
わ
る
慣
習
と
家
族
に
関
わ
る
慣
習
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し

｢

前
稿｣

と
の
関
係
で
こ
こ
で
触
れ
る
も
の
は
大
部
分
が
土
地
に
関
す

る
慣
習
と
な
る
。

ま
ず
台
湾
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
王
泰
升
氏
の
報
告
が
そ
の
後

｢

台
湾
社
会
の
慣
習
の
国
家
法
化
に
つ
い
て｣

と
し
て
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
。((

上)

・(

下)

の
形
で
各
々

『

名
城
法
学』

六
四
―
三
、
六
四
―
四
に
掲
載
、
い
ず
れ
も
二
〇
一
五
年)

の
で
、
そ
れ
に
基

づ
い
て
そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
。

王
泰
升
氏
は
台
湾
に
お
い
て
慣
習
が
ど
の
よ
う
な
形
で
国
家
法
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
か
に
つ
き
検
討
し
、
三
つ
の
類
型
を
挙
げ
る
。

た
だ
台
湾
は
時
間
面
で
固
有
の
複
雑
さ
を
も
つ
。
つ
ま
り
三
つ
の
類
型
が
各
々
日
本
統
治
下
、
国
民
党
政
権
移
転
の
後
、
さ
ら
に
は
一

九
九
〇
年
代
以
降
の
民
主
化
の
時
代
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
も
っ
て
現
わ
れ
る
。
こ
の
点
を
念
頭
に
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

論 説
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る
。王

泰
升
氏
に
よ
れ
ば
三
類
型
の
一
つ
目
は
、
立
法
機
関
が
社
会
の
慣
習
の
内
容
を
法
律
に
取
り
込
み
制
定
す
る

｢

慣
習
立
法｣

で
あ

る
。
こ
の
場
合
は
慣
習
は
実
質
と
し
て
条
文
中
に
取
り
込
ま
れ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
条
文
上
に

｢

慣
習｣

と
い
う
言
葉
が
現
わ
れ
る

わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
類
型
の
時
代
毎
の
変
遷
は
以
下
と
な
る
。

日
本
統
治
時
代
は
植
民
地
統
治
の
必
要
か
ら
そ
れ
ま
で
台
湾
に
存
在
し
た
保
甲
、
笞
刑
、
犯
罪
即
決
、
民
事
紛
争
調
停
等
を
立
法
中

に
取
り
入
れ
た
。
つ
ま
り
、
一
八
九
八
年
制
定
の
保
甲
条
例
、
一
九
〇
四
年
制
定
・
一
九
二
一
年
廃
止
の
罰
金
及
び
笞
刑
處
分
例
、
一

九
〇
四
年
に
設
け
た
警
察
機
関
の
犯
罪
即
決
と
地
方
政
府
の
民
事
争
訟
調
停
等
制
度
で
あ
る

(

詳
し
く
は
王
論
文
二
―
一�)

。
し
か
し

一
方
で
台
湾
の
民
商
事
事
項
の
慣
習
と
、
近
代
型
民
商
法
を
結
合
す
る
も
の
で
あ
り
、｢

一
九
一
四
年
の
台
湾
民
法
草
案｣

と
総
称
で

き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
施
行
を
認
め
な
か
っ
た
の
で
、
民
商
事
事
項
に
つ
い
て
は
慣
習
立
法
を
採
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ

る

(

詳
し
く
は
王
論
文
三
―
一�)

。

一
九
四
五
年
の
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
後
、
国
民
党
政
権
が
台
湾
を
統
治
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
中
華
民
国
法
制
が
全
面
的
に
台
湾

に
も
施
行
さ
れ
た
た
め
、
当
然
な
が
ら
そ
の
中
に
台
湾
の
慣
習
が
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た

(

詳
し
く
は
王
論
文
四
―
一�)

。

と
こ
ろ
が
一
九
九
〇
年
代
の
民
主
化
の
過
程
で
、
慣
習
立
法
が
復
活
す
る
。
例
え
ば
一
九
九
九
年
の
中
華
民
国
民
法
債
編
の
大
改
正

で
は

(

二
〇
〇
〇
年
五
月
五
日
施
行)

、
台
湾
の
司
法
実
務
や
社
会
に
見
ら
れ
た

｢

合
會｣

が
債
編
の

｢

各
種
の
債｣

の
一
つ
と
さ
れ

た

(

第
七
〇
九
条
の
一
か
ら
九)

。
ま
た
二
〇
〇
七
年
の
担
保
物
権
に
つ
い
て
の
改
正
の
時
に
は
、
台
湾
の
金
融
業
で
使
わ
れ
て
い
た

最
高
限
度
額
の
抵
当
権
制
度
を
民
法
に
入
れ
た

(

第
八
八
一
条
の
一
か
ら
一
七)

。

民
法
以
外
で
も
、
伝
統
的
な
慣
習
で
あ
る
祭
祀
公
業
に
つ
い
て
定
め
る

｢
祭
祀
公
業
條
例｣

が
制
定
さ
れ
て
い
る

(

二
〇
〇
七
年
一

二
月
一
二
日
公
布
、
二
〇
〇
八
年
七
月
一
日
施
行

(

１))

。

こ
の
他
最
近
の
台
湾
の
立
法
で
は
慣
習
を
重
視
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
例
え
ば
二
〇
〇
九
年
に
民
法
の
物
権
編
が
改
正
さ
れ
た
時
に
、

｢慣習と 『近代』｣ 研究会についての一報告
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民
法
第
七
五
七
条
は

｢

物
権
は
法
律
或
い
は
慣
習
に
よ
る
以
外
は
、
創
設
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。｣

と
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な

り
物
権
の
創
設
は
慣
習
に
基
づ
く
こ
と
も
可
能
と
な
っ
た

(

以
上
詳
し
く
は
王
論
文
五
―
一�)

。

第
二
の
類
型
は
、
司
法
或
い
は
行
政
機
関
が
法
律
に
基
づ
い
て
、
社
会
の
慣
習
を

｢

慣
習
法｣

と
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合

法
条
文
上
は

｢
旧
慣
に
よ
る｣

や

｢

慣
習
に
よ
る｣

と
の
表
現
が
な
さ
れ
る
。

日
本
統
治
の
時
代
に
は
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
半
と
後
半
で
扱
い
が
異
な
っ
た
。
前
半

(

一
九
二
二
年
一
二
月
三
一
日
ま
で)

で

は
、
台
湾
人
に
の
み
及
ぶ
民
商
事
事
項
に
つ
い
て
は
、
律
令
で

｢

旧
慣
に
よ
る｣

或
い
は

｢

慣
習
に
よ
る｣

と
定
め
た
。
ま
た
土
地
の

権
利
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
が
日
本
人
で
あ
っ
て
も
律
令
は

｢

旧
慣
に
よ
る｣

と
し
た

(

詳
し
く
は
王
論
文
二
―
一�)

。
後
半

(

一
九

二
三
年
一
月
一
日
以
降)

は
、
台
湾
に
お
い
て
も
日
本
の
民
商
法
典
が
適
用
さ
れ
た
。
但
し
台
湾
人
の
み
に
及
ぶ
親
族
・
相
続
と
祭
祀

公
業
事
項
は
、
勅
令
に
よ
っ
て

｢
慣
習
に
よ
る｣

と
さ
れ
た

(

詳
し
く
は
王
論
文
三
―
二�)

。

戦
後
の
国
民
党
政
権
の
中
華
民
国
法
制
下
で
は
、
民
事
慣
習
法
は
法
律
の
明
文
規
定
が
な
い
時
に
初
め
て
、｢

補
充
的
な
法
源｣

と

な
っ
た
。
司
法
機
関
に
よ
っ
て
実
際
に
慣
習
法
と
認
め
ら
れ
た
例
と
し
て
は
、
祭
祀
公
業
に
関
わ
る
派
下
権
、
つ
ま
り

｢

祭
祀
公
業
の

派
下
権
は
男
系
子
孫
を
以
っ
て
限
り
と
す｣

が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
但
し
前
掲
二
〇
〇
七
年
公
布
の

｢

祭
祀
公
業
條
例｣

が
施
行
さ
れ

る
と
、
こ
の
慣
習
法
の
適
用
は
な
く
な
る

(

詳
し
く
は
王
論
文
四
―
一�)

。

第
三
の
類
型
は
、｢

慣
習
法｣

の
よ
う
な
人
々
に
よ
る

｢
法
的
確
信｣

は
具
え
て
は
い
な
い
が
、｢

事
実
た
る
慣
習｣

と
し
て
認
め
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
私
的
自
治
原
則
の
下
、
強
行
法
規
に
反
し
な
い
部
分
で
、
事
実
上
の
社
会
の
慣
習
に
規
範
作
用
を
発
揮
さ

せ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
類
型
は
戦
後
の
台
湾
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
。
事
実
た
る
慣
習
に
よ
っ
て
当
事
者
の
法
律
行
為
或
い
は
意
思
表
示
を
解
釈
或
い

は
補
充
す
る
基
準
と
し
た
の
で
あ
る
。
一
九
五
一
年
に
最
高
法
院
が
、
祭
祀
公
業
の
管
理
人
が
祭
祀
公
業
を
代
表
し
て
公
業
財
産
を
処

分
す
る
慣
習
を
認
め
た
と
考
え
ら
れ
る
例
が
見
ら
れ
る
。
一
九
六
〇
年
代
・
七
〇
年
代
の
法
院
の
動
き
を
見
る
と
、
一
般
的
に
使
わ
れ
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て
い
た
最
高
限
度
額
の
抵
当
権
の
効
力
を
認
め
て
お
り
、
台
湾
社
会
で
か
な
り
盛
ん
で
あ
っ
た
合
會
に
つ
い
て
は
一
種
の
契
約
関
係
と

見
做
し
て
い
る
。
事
実
た
る
慣
習
が
法
律
行
為
を
解
釈
す
る
た
め
に
基
づ
く
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
財
産
法
の
任
意
規
定
で

｢

別
に
慣
習
あ
る
は
、
慣
習
に
依
る
／
従
う｣

と
定
め
る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
れ
に
基
づ
く
も
の
は
極
少
数
で
あ
っ
た

(

詳
し
く
は
王

論
文
四
―
一�)
。

こ
の
他
例
え
ば
童
養
�
の
慣
習
の
よ
う
に
、
司
法
院
大
法
官
会
議
の
解
釈
を
見
る
と
、
慣
習
の
名
で
は
な
く
他
の
法
律
関
係
に
基
づ

い
て
、
実
質
的
に
社
会
の
慣
習
が
承
認
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
も
の
が
あ
る

(

詳
し
く
は
王
論
文
五
―
一�)

。

と
こ
ろ
で
さ
ら
に
複
雑
で
あ
る
の
は
、
台
湾
で
は
人
口
の
大
多
数
を
占
め
る
漢
民
族
と
並
ん
で
、
現
在
原
住
民
と
呼
ば
れ
て
い
る
マ

レ
ー
・
ポ
リ
ネ
シ
ア
系
の
先
住
民
族
が
住
ん
で
お
り
、
そ
の
中
の
各
々
の
部
族
が
ま
た
固
有
の
慣
習
を
も
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
点
に
も
王
泰
升
氏
は
注
意
を
払
い
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

高
山
族
原
住
民
族
に
つ
い
て
は
日
本
の
統
治
時
期
は
近
代
法
の
適
用
の
外
に
置
か
れ
、
民
商
事
事
項
は
理
蕃
警
察
の
行
政
裁
量
権
力

に
よ
り
処
理
さ
れ
た
。
そ
の
反
面
民
刑
事
事
項
、
訴
訟
法
事
項
、
行
政
法
事
項
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
社
会
の
慣
習
が
一
定
程
度
実
質

的
な
規
範
と
し
て
働
い
た
。
原
住
民
族
の
慣
習
は
個
別
事
件
に
お
い
て
理
蕃
警
察
が
判
断
を
な
す
際
の
一
つ
の
参
考
基
準
と
な
っ
た
の

で
あ
る

(

詳
し
く
は
王
論
文
二
―
二�)

。

戦
後
の
国
民
党
政
権
の
下
で
は
、
原
住
民
族
の
民
事
事
項
に
つ
い
て
慣
習
法
の
適
用
は
定
め
ず
、
ま
し
て

｢

慣
習
立
法｣

は
存
在
し

な
い
。
民
法
典
か
ら
す
れ
ば
慣
習
法
或
い
は
事
実
た
る
慣
習
が
認
め
ら
れ
る
余
地
は
あ
る
の
だ
が
、
司
法
実
践
上
そ
の
よ
う
な
例
が
見

ら
れ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
そ
も
そ
も
原
住
民
族
の
慣
習
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

(

詳

し
く
は
王
論
文
四
―
二�)

。

そ
の
後
民
主
化
の
進
む
中
、
二
〇
〇
三
年
の

｢

ツ
オ
ウ
族
頭
目
の
蜂
蜜
強
奪
事
件｣

を
契
機
に
、
原
住
民
族
の
慣
習
調
査
が
始
ま
っ

た
。
ま
た
国
家
法
上
原
住
民
族
の
法
伝
統
を
認
め
る
例
も
現
わ
れ
た
。
例
え
ば
二
〇
〇
一
年
一
月
一
日
施
行
の｢

原
住
民
身
分
法｣

は
、
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原
住
民
が
生
ん
だ
子
女
が
称
す
る
姓
は
中
華
民
国
民
法
の
関
連
規
定
の
制
限
を
受
け
な
い
と
定
め
、
原
住
民
族
の
法
伝
統
が
国
家
の
民

法
上
の
規
定
に
優
先
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
他
二
〇
〇
五
年
公
布
・
施
行
の

｢

原
住
民
族
基
本
法｣

等
原
住
民
関
連
の
法
が
定
め
ら
れ
る
が
、
必
ず
し
も
積
極
的
に
執
行
さ

れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
こ
れ
は
国
家
機
関
が
原
住
民
族
の
文
化
を
理
解
・
尊
重
し
て
い
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
。
そ
こ
で
原
住
民

族
の
法
伝
統
を
誘
因
と
し
て
、
慣
習
法
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
や
、
事
実
た
る
慣
習
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
極
め
て
稀
で
、
ま
し
て
慣
習

立
法
な
ど
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
近
代
法
上
の
権
利
制
度
等
を
含
む
し
く
み
の
保
障
を
得
る
こ
と
は
難
し
く
、
法
伝
統
か
ら
生

ず
る
原
住
民
族
社
会
の
慣
習
に
つ
い
て
は
、
受
動
的
な
刑
法
上
の
違
法
性
の
排
除
の
た
め
に
重
要
に
な
る
に
す
ぎ
な
い
。
例
え
ば
二
〇

〇
九
年
・
二
〇
一
〇
年
の

｢
ス
マ
グ
ス
倒
木
事
件｣

の
判
決
で
は
、｢

原
住
民
族
基
本
法｣

、｢

森
林
法｣

、
政
府
の
慣
習
調
査
に
基
づ
い

て
、
タ
イ
ヤ
ル
族
が
倒
木
を
持
ち
去
っ
た
行
為
を
正
当
な
も
の
と
認
め
て
、
原
住
民
を
無
罪
と
し
た

(

以
上
、
詳
し
く
は
王
論
文
五
―

二�)

。以
上
の
よ
う
に
台
湾
に
お
け
る
近
代
法
制
の
構
築
を
慣
習
と
い
う
点
か
ら
歴
史
的
に
辿
っ
た
う
え
で
王
泰
升
氏
は
、
前
掲
の
三
類
型

を
用
い
る
こ
と
で
台
湾
の
慣
習
を
現
行
の
法
体
制
に
取
り
込
も
う
と
す
る
。
そ
し
て
そ
の
場
合
漢
族
と
原
住
民
族
の
い
ず
れ
の
慣
習
に

つ
い
て
も
同
様
な
扱
い
が
な
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
固
有
法
に
固
執
す
る
と
の
意
味
で
は
な
く
、
ま
た
一
方
で
外
国

の
最
新
立
法
に
や
み
く
も
に
追
従
す
る
こ
と
に
抗
す
る
意
味
も
も
つ
が
、
た
だ
あ
く
ま
で
社
会
の
必
要
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
る
こ
と
で

あ
る
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
も
し
台
湾
が
多
元
的
な
社
会
の
承
認
に
踏
み
込
む
の
で
あ
る
な
ら
、
法
制
度
を
整
え
る
う
え
で
、
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い

慣
習
と
法
の
問
題
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
王
論
文
か
ら
は
、
現
在
の
台
湾
の
抱
え
る
課
題
の
難
し
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。

さ
て
、
以
上
王
論
文
の
一
部
を
紹
介
し
た
が
、
次
に
曾
文
亮
報
告
に
つ
い
て
で
あ
る
。
曾
文
亮
氏
の
報
告
原
稿

｢

日
本
統
治
期
台
湾

人
の
家
族
の
旧
慣
―
宗
法
の
家
か
ら
多
重
構
造
的
戸
主
の
家
へ
―｣

(『

名
城
法
学』
六
四
―
四
、
二
〇
一
五
年)

に
基
づ
い
て
見
て
ゆ
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く
。曾

文
亮
氏
は
日
本
統
治
の
時
代
に
台
湾
人
の
家
族
の
旧
慣
は
、
一
種
の
多
重
構
造
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
す
る
。
つ
ま
り
も
と
も

と
台
湾
の
家
族
は
中
国
の
宗
族
の
法
の
影
響
下
に
あ
っ
た
も
の
が
、
日
本
の
明
治
の
家
族
法
の
影
響
を
受
け
て
の
変
容
が
見
ら
れ
た
と

い
う
の
で
あ
る
。
曾
文
亮
氏
は
例
え
ば
宗
法
原
理
に
基
づ
く
た
め
同
宗
昭
穆
相
当
が
強
調
さ
れ
る
立
嗣
と
、
台
湾
の
民
間
に
見
ら
れ
る

過
房
、
螟
蛉
を
日
本
側
は
い
ず
れ
も
養
子
と
捉
え
て
し
ま
っ
た
点
や
、｢

家
産｣

を
日
本
の
旧
慣
調
査
会
は
家
父
長
個
人
の
所
有
で
あ

る
と
の
見
方
を
と
り
、
こ
れ
は
ま
た
総
督
府
法
院
の
見
方
で
も
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
た
め
家
産
分
割
は
家
父
長
個
人
の
財
産
の
相
続

と
さ
れ
た
点
を
挙
げ
る
。
そ
れ
に
よ
り
台
湾
の
人
々
と
統
治
す
る
日
本
側
と
の
理
解
の
違
い
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下

で
台
湾
の
人
々
の
家
族
慣
習
は
、
日
本
の
明
治
の
家
族
法
の
影
響
を
受
け
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

王
泰
升
氏
は
西
欧
近
代
型
の
法
制
度
を
前
提
と
し
な
が
ら
も
、
対
等
な
相
互
承
認
と
互
譲
に
支
え
ら
れ
た
多
元
性
の
観
点
か
ら
、
社

会
の
必
要
に
応
じ
、
如
何
に
台
湾
の
慣
習
を
取
り
込
む
の
か
を
課
題
と
す
る
。
そ
の
前
提
と
し
て
台
湾
社
会
の
実
態
に
目
を
向
け
る
と
、

そ
の
点
に
つ
い
て
曾
文
亮
報
告
に
よ
れ
ば
、
日
本
統
治
時
期
に
は
台
湾
の
慣
習
が
日
本
の
も
た
ら
す
法
制
度
の
中
で
変
容
を
迫
ら
れ
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
側
面
に
関
し
て
は
、
よ
り
具
体
的
な
例
を
挙
げ
る
陳
宛
�｢

植
民
地
台
湾
に
お
け
る
担
保
法
と
社
会
―
日

治
法
院
文
書
の
分
析
を
中
心
に
―｣

が
近
時
公
表
さ
れ
た

(『

法
学
論
叢』

一
七
二
―
一
、
一
七
二
―
三
、
一
七
三
―
五
、
一
七
四
―

二
、
一
七
四
―
四
に
一�
〜
五�
・
完
と
し
て
掲
載
、
二
〇
一
二
年
〜
二
〇
一
四
年)

の
で
、
こ
れ
も
参
照
す
る
。

陳
論
文
で
示
さ
れ
る
こ
と
の
一
つ
に
、
台
湾
で
従
来
見
ら
れ
た

｢

典｣

の
慣
習
が
日
本
統
治
の
時
代
に
一
定
の
変
容
を
み
た
こ
と
が

あ
る
。

典
と
は
不
動
産
を
期
限
を
決
め
て
金
銭
と
引
き
替
え
に
相
手

(

典
主)
に
渡
し
、
期
限
に
達
す
る
ま
で
典
主
は
こ
の
不
動
産
を
占
有

し
、
自
由
に
使
用
、
収
益
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
期
限
が
く
る
と
元
の
不
動
産
所
有
者

(

原
主
、
出
典
者)

は
金
銭
を
返
す
こ

と
で
不
動
産
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る

(

回
贖)

。
価
額
は
不
動
産
を
売
り
渡
す
場
合
に
比
べ
五
割
〜
八
割
程
度
と
な
る
。
期
限
が
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来
て
も
原
主
が
回
贖
し
な
い
限
り
、
典
主
の
側
か
ら
金
銭
の
返
還
請
求
は
で
き
な
い
。

陳
論
文
で
は
、
日
本
が
典
の
よ
う
な
台
湾
の
慣
習
を
西
欧
近
代
法
の
概
念
の
下
で
説
明
し
よ
う
と
苦
慮
し
つ
つ
、
土
地
制
度
を
整
え

て
ゆ
く
過
程
が
示
さ
れ
て
い
る

(

陳
論
文
二�)

。
こ
の
過
程
で
典
は
典
権
と
位
置
付
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
九
〇
五
年
に
は
律
令

で
台
湾
土
地
登
記
規
則
が
制
定
さ
れ
、
典
権
は
登
記
し
な
け
れ
ば
効
力
を
発
生
し
な
い
と
さ
れ
た

(

陳
論
文
二�
、
八
〇
頁)

。
一
九
〇

六
年
の
段
階
で
登
記
で
は
典
権
が
数
で
胎
権
を
上
回
っ
て
い
た
が
、
一
九
〇
七
年
か
ら
典
権
の
登
記
筆
数
の
激
減
が
始
ま
り
、
こ
の
年

に
は
大
き
く
伸
び
た
胎
権
の
登
記
件
数
・
筆
数
が
典
権
の
そ
れ
を
上
回
っ
た

(

陳
論
文
二�
、
八
五
頁)

。

胎
も
台
湾
に
見
ら
れ
た
慣
習
で
あ
り
、『

台
湾
旧
慣
制
度
一
斑』

(

一
九
〇
一
年)

で
は
、
胎
は
債
務
の
弁
済
が
な
さ
れ
る
ま
で
、
債

権
者
が
不
動
産
や
不
動
産
権
に
関
す
る
証
書
を
占
有
す
る
こ
と
を
認
め
る
法
律
関
係
に
す
ぎ
ず
、
直
接
的
に
物
や
権
利
に
対
し
て
何
等

の
権
利
を
取
得
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
実
際
上
債
権
の
担
保
と
な
り
抵
当
の
如
き
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
説
明
さ
れ
て
い
る

(

陳
論

文
二�
、
七
一
頁)

。

先
述
の
一
九
〇
五
年
の
台
湾
土
地
登
記
規
則
で
は
、
胎
権
も
登
記
し
な
け
れ
ば
効
力
を
生
じ
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
陳
論
文
の

挙
げ
る
日
本
勧
業
銀
行
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
胎
に
比
べ
典
は
目
的
物
の
占
有
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
担
保
権
に
適
当
で
は
な
い
と

判
断
さ
れ
て
い
る

(

陳
論
文
二�
、
七
七
頁)

。

さ
て
陳
論
文
に
よ
れ
ば
、
台
湾
土
地
登
記
規
則
の
施
行

(
一
九
〇
五
年
七
月)

の
後
に
、
胎
権
設
定
登
記
が
大
幅
に
増
え
、
典
権
設

定
登
記
が
減
少
し
て
い
く
中
で
一
つ
の
変
化
が
起
き
た
と
す
る
。
つ
ま
り
台
湾
土
地
登
記
規
則
施
行
以
前
の

｢

典
権
設
定
金
銭
貸
借
証

書｣

に
お
い
て
は
、
借
主
が
弁
済
し
な
い
場
合
、
貸
主
は
積
極
的
に
弁
済
請
求
は
で
き
ず
、
不
動
産
の
占
有
を
そ
の
ま
ま
継
続
で
き
る

の
み
と
い
う

｢

典｣

の
慣
習
と
一
致
す
る
契
約
内
容
を
も
つ
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
台
湾
土
地
登
記
規
則
の
施
行
以
後
の
一
九

一
〇
年
頃
か
ら
の
証
書
は
、
弁
済
期
限
が
過
ぎ
た
場
合
、
借
主
は
強
制
執
行
を
受
け
て
も
異
議
は
唱
え
な
い
と
の
内
容
を
含
む
も
の
が

圧
倒
的
に
多
く
な
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
陳
宛
�
氏
は
こ
の
変
化
を
捉
え
、｢
典
権｣
の
権
利
性
質
が
従
来
の
典
の
慣
習
か
ら
、
不
動
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産
質
権
に
近
い

｢

権
利｣

へ
転
化
し
た
と
す
る

(

陳
論
文
五�
、
一
五
三
―
一
五
四
頁)

。

と
こ
ろ
で
一
九
二
二
年
一
月
一
日
の
法
三
号
の
施
行
に
よ
り
、
一
九
二
三
年
か
ら
台
湾
は
日
本
民
法
が
直
接
適
用
さ
れ
る
時
代
に
入

る
。
そ
の
た
め
典
権
と
い
う
法
律
上
の
権
利
は
存
在
し
な
い
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
以
降
は
典
権
設
定
公
正
証
書
も
存
在
し
な
い
と
言
う

(

陳
論
文
五�
、
一
五
七
頁)

。

こ
の
他
陳
宛
�
氏
は
訴
訟
の
面
か
ら
も
典
の
慣
習
の
変
容
が
見
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
一
九
一
一
年
の
台
中
地
方
法
院
の
判
決
は
、

台
湾
の
慣
習
で
は
回
贖
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
段
階
で
典
主
は
典
価
金
の
請
求
権
を
行
使
し
得
る
と
し
た
が
、
一
九
一
六
年
の
台
北
地

方
法
院
の
判
決
は
、
登
記
し
な
か
っ
た
典
権
設
定
契
約
で
あ
っ
て
も
、
典
価
金
の
返
済
期
間
が
経
過
す
る
な
ら
出
典
者
は
返
済
の
義
務

が
あ
る
と
し
た
と
言
う
。
こ
の
点
を
陳
宛
�
氏
は
、
典
価
金
が
典
権
設
定
の
対
価
と
い
う
も
の
か
ら
、
金
銭
貸
借
の
債
務
へ
と
変
化
し

た
と
し
、
そ
の
た
め
典
を
受
け
た
側
で
あ
る
承
典
者
が

｢

支
払
命
令｣

を
申
請
し
て
、
典
価
金
を
請
求
す
る
と
い
う
こ
と
が
増
え
た
と

指
摘
し
て
い
る

(

陳
論
文
五�
、
一
五
九
頁)
。

以
上
、
曾
文
亮
報
告
、
陳
宛
�
論
文
か
ら
、
台
湾
で
は
日
本
の
統
治
時
代
に
従
来
の
慣
習
に
一
定
の
変
容
が
見
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
、

そ
れ
は
日
本
が
も
た
ら
し
た
西
欧
近
代
型
法
制
度
と
の
関
係
で
生
じ
た
も
の
と
言
え
る
。
こ
の
点
は
王
泰
升
氏
も
も
ち
ろ
ん
承
知
し
て

い
る
。
そ
の
う
え
で
現
代
の
台
湾
社
会
に
お
い
て
人
々
が
必
要
と
し
て
い
る
法
制
度
を
考
え
る
時
に
、
慣
習
が
生
か
せ
な
い
か
と
い
う

の
が
王
泰
升
氏
の
観
点
で
あ
る
。
そ
の
観
点
の
下
で
王
泰
升
氏
が
強
い
関
心
を
示
す
の
が
、
長
期
に
亙
り
等
閑
視
さ
れ
て
い
た
原
住
民

の
慣
習
で
あ
る
。

さ
て
原
住
民
の
慣
習
と
い
う
問
題
と
な
る
と
、｢

慣
習
と

『

近
代』｣
研
究
会
第
三
部
の
�
源
盛
報
告
が
興
味
深
い
。

次
に
�
報
告
に
つ
い
て
、
報
告
原
稿

｢

近
代
国
家
法
と
台
湾
原
住
民
の
旧
慣｣

に
基
づ
き
見
て
ゆ
く

(

�
源
盛
氏
の
報
告
原
稿
は

『

名
城
法
学』

六
五
―
三
に
掲
載
予
定)

。

日
本
統
治
時
代
に
つ
い
て
言
え
ば
、
制
定
法
は
高
山
族
原
住
民
に
は
適
用
さ
れ
ず
、
個
々
の
事
件
へ
の
対
応
は

｢

理
蕃
警
察｣

が
な
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し
、
そ
の
際
の
判
断
に
お
い
て
原
住
民
の
固
有
規
範
が

｢

旧
慣｣

と
し
て
選
択
肢
の
一
つ
と
な
っ
た
。
国
民
党
政
権
下
で
は
、
中
華
民

国
の
六
法
が
原
住
民
に
も
適
用
さ
れ
る
。
中
華
民
国
民
法
第
一
条
は｢

法
律
に
規
定
な
き
と
き
は
、
慣
習
に
依
り
、
慣
習
な
き
と
き
は
、

法
理
に
依
る｣

と
す
る
が
、
原
住
民
の
慣
習
法
が
援
用
さ
れ
る
こ
と
は
極
稀
で
あ
っ
た
。
ま
た
刑
事
裁
判
に
お
い
て
は
罪
刑
法
定
主
義

の
制
約
が
あ
る
た
め
、
慣
習
は
ほ
と
ん
ど
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
。
�
源
盛
氏
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
た
う
え
で
、
台
湾
で
は
一
九
九
〇

年
代
の
政
治
的
・
経
済
的
・
社
会
的
事
情
の
変
化
の
中
で
国
家
法
が
原
住
民
の
文
化
を
尊
重
し
始
め
た
と
す
る
。

そ
し
て
�
源
盛
氏
は
台
湾
で
は
こ
こ
十
年
、
原
住
民
の
慣
習
に
関
連
す
る
刑
事
事
件
が
し
ば
し
ば
発
生
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る

の
で
あ
る
。
�
源
盛
氏
は
社
会
で
注
目
さ
れ
、
広
範
な
議
論
の
起
き
た
四
つ
の
事
件
に
対
す
る
法
院
の
判
定
を
取
り
上
げ
、
慣
習
が
ど

の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
た
か
を
分
析
す
る
。
四
つ
の
事
件
と
は
以
下
で
あ
る
。

一�
台
東
パ
イ
ワ
ン
族
伯
祖
父
男
児

｢alili｣

触
り
事
件

二
〇
一
一
年
の
六
月
の
事
件
で
あ
る
。
台
東
県
の
パ
イ
ワ
ン
族
の
六
歳
の
男
児
が
自
宅
前
の
広
場
の
椅
子
の
上
で
、
伯
祖
父

(

大
伯

父)

に

｢alili
(

生
殖
器)｣

を
繰
り
返
し
触
ら
れ
た
。
こ
の
伯
祖
父
は
刑
法
第
二
二
四
条
の
一
で
定
め
る
加
重
強
制
猥
褻
罪
で
起
訴

さ
れ
た
。
台
東
地
方
法
院
で
は
伯
祖
父
の
行
為
は
猥
褻
の
犯
意
ま
た
は
自
己
の
性
欲
を
満
足
さ
せ
る
も
の
に
当
た
ら
ず
、
男
児
の
生
殖

器
を
触
る
行
為
も
年
下
へ
の
愛
し
さ
を
表
現
す
る
パ
イ
ワ
ン
族
の
習
俗
と
判
断
し
、
親
告
罪
と
す
る

｢

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
法｣

で
処
理
し
た
。
男
児
の
拒
否
を
無
視
し
、
強
制
的
に
猥
褻
行
為
を
行
な
っ
た
と
考
え
る
検
察
側
は
控
訴
す
る
が
、
二
審
の
高
等

法
院
花
蓮
分
院
は
検
察
側
の
主
張
を
認
め
な
か
っ
た
。
花
蓮
分
院
も
年
下
の
者
の
生
殖
器
を
触
る
行
為
は
、
パ
イ
ワ
ン
族
の
習
俗
と
し

た
の
で
あ
る
。

二�
新
竹
県
ス
マ
ン
グ
ス
地
方
タ
イ
ヤ
ル
族
の
倒
木
窃
取
事
件

二
〇
〇
五
年
九
月
の
事
件
で
あ
る
。
新
竹
県
ス
マ
ン
グ
ス
地
方
の
連
絡
道
路
に
台
風
で
ケ
ヤ
キ
の
巨
木
が
倒
れ
、
道
路
を
遮
い
だ
。

林
務
局
が
除
去
作
業
を
行
な
っ
た
が
、
根
と
枝
の
一
部
は
す
ぐ
に
は
除
去
で
き
ず
、
赤
い
塗
料
を
噴
き
付
け
焼
き
印
を
押
し
て
現
場
を
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立
ち
去
っ
た
後
、
タ
イ
ヤ
ル
族
が
そ
れ
を
持
ち
帰
ろ
う
と
し
た
。
彼
ら
は
部
落
の
会
議
で
、
伝
統
的
な
生
活
領
域
に
あ
る
も
の
は
慣
例

に
基
づ
い
て
部
落
の
共
有
の
財
物
で
あ
る
と
決
定
し
、
彫
刻
や
景
観
造
営
と
い
う
公
益
の
用
に
供
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
運

搬
途
中
に
パ
ト
ロ
ー
ル
中
の
警
官
に
発
見
さ
れ
、
結
局
森
林
法
第
五
二
条
で
定
め
る
森
林
主
・
副
産
物
窃
取
罪
違
反
と
し
て
起
訴
さ
れ

た
。一

審
、
二
審
で
は
有
罪
判
決
が
で
る
。
三
人
の
原
住
民
は
噴
き
付
け
ら
れ
た
赤
い
塗
料
の
意
味
を
知
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
国
有
の

材
木
を
窃
取
す
る
犯
意
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
理
由
と
な
っ
た
。
ま
た
原
住
民
は

｢

森
林
法｣

に
基
づ
き
一
定
の
非
営
利
的
行
為
に
従

事
は
で
き
る
が
、
そ
の
場
合
は
法
に
基
づ
く
手
続
が
必
要
と
な
る
た
め
、
そ
れ
も
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
違
法
性
を
阻
却
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
も
示
さ
れ
た
。
し
か
し
上
告
審
で
最
高
法
院
は
多
元
主
義
の
観
点
と
文
化
的
相
対
の
角
度
か
ら
、
原
住
民
族
の
伝
統

的
領
域
内
で
の
伝
統
的
習
俗
に
従
う
行
為
に
つ
い
て
は
、
合
理
的
範
囲
で
あ
れ
ば
尊
重
す
る
と
の
立
場
に
立
っ
た
。
そ
し
て
原
住
民
族

基
本
法
に
基
づ
き
、
政
府
は
原
住
民
の
伝
統
的
習
俗
・
文
化
及
び
価
値
観
な
ど
を
尊
重
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
、
原
住
民
が
そ
の
伝
統

的
領
域
内
で
伝
統
的
な
習
俗
に
従
っ
て
行
な
っ
た
行
為
は
非
原
住
民
の
行
為
と
同
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

を
受
け
て
行
な
わ
れ
た
高
等
法
院
の
差
し
戻
し
審
で
は
三
人
の
原
住
民
は
無
罪
と
な
っ
た
。
検
察
側
は
上
告
を
取
り
や
め
、
無
罪
が
確

定
す
る
。

三�
屏
東
県
牡
丹
郷
タ
イ
ヤ
ル
族
の
自
己
製
造
猟
銃
所
持
事
件

二
〇
〇
八
年
六
月
に
タ
イ
ヤ
ル
族
原
住
民
の
漁
民
が
無
許
可
で
殺
傷
力
の
あ
る
散
弾
を
三
個
入
手
し
て
所
持
し
、
ま
た
殺
傷
力
の
あ

る
猟
銃
二
丁
と
銛
一
本
を
自
己
製
造
し
た
。
そ
の
手
製
の
猟
銃
と
銛
で
家
族
の
た
め
に
月
に
一
、
二
度
狩
り
を
し
、
他
人
に
獲
物
を
売

る
よ
う
な
こ
と
は
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ
が
、
起
訴
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。｢
槍
砲
彈
藥
刀
械
管
制
條
例｣

と
の
関
係
で
、
無
許
可
で
殺

傷
力
の
あ
る
散
弾
を
持
つ
こ
と
、
無
許
可
で
殺
傷
力
の
あ
る
銃
を
製
造
す
る
こ
と
、
無
許
可
で
銛
を
製
造
す
る
こ
と
、
ま
た
手
製
猟
銃

や
手
製
の
銛
を
所
持
す
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
審
で
は
、
無
許
可
の
殺
傷
力
あ
る
銃
製
造
、
無
許
可
の
銛
製
造
、
手
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製
の
猟
銃
や
銛
の
所
持
は
無
罪
と
な
る
が
、
無
許
可
の
散
弾
所
持
は
有
罪
と
な
る
。
そ
の
後
、
二
審
、
上
告
審
を
経
、
無
許
可
で
殺
傷

力
あ
る
銃
を
製
造
し
た
行
為
は
差
し
戻
し
審
で
有
罪
と
な
る
。
し
か
し
さ
ら
に
最
高
法
院
に
よ
る
終
審
判
決
へ
と
向
か
い
、
こ
の
事
件

の
裁
判
は
複
雑
な
過
程
を
迹
っ
た
。

最
終
的
に
最
高
法
院
は
終
審
判
決
で
、
無
許
可
で
殺
傷
力
の
あ
る
銃
器
を
製
造
す
る
こ
と
は
無
罪
と
し
た
。
こ
の
根
拠
に
は
、
中
華

民
国
憲
法
の
増
修
条
文
で
、
国
家
が
多
元
的
文
化
を
認
め
、
原
住
民
族
の
言
語
と
文
化
の
発
展
を
積
極
的
に
擁
護
す
る
こ
と
を
定
め
る

こ
と
、
ま
た

｢

原
住
民
族
基
本
法｣

で
原
住
民
族
の
文
化
の
保
存
と
維
持
、
そ
し
て
法
律
制
定
に
際
し
て
の
原
住
民
族
の
伝
統
習
俗
・

文
化
と
価
値
観
の
尊
重
と
合
法
的
権
益
の
保
障
、
さ
ら
に
原
住
民
が
伝
統
文
化
・
祭
儀
ま
た
は
自
己
の
た
め
に
、
原
住
民
族
地
区
で
法

に
基
づ
き
野
生
動
物
を
非
営
利
目
的
で
捕
獲
で
き
る
と
定
め
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た
。

四�
嘉
義
県
阿
里
山
ツ
ォ
ウ
族
頭
目
の
蜂
蜜
強
奪
事
件

二
〇
〇
三
年
二
月
の
事
件
で
あ
る
。
阿
里
山
の
ツ
ォ
ウ
族
の
頭
目
が
、
自
己
が
賃
借
す
る
土
地
の
道
端
で
漢
民
族
が
運
転
す
る
ジ
ー

プ
の
中
に
蜂
蜜
一
缶
を
見
つ
け
、
ツ
ォ
ウ
族
の
土
地
で
採
取
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
疑
い
、
交
番
に
行
く
よ
う
求
め
た
。
こ
の
人
物

が
交
番
に
行
く
こ
と
を
拒
ん
だ
と
こ
ろ
、
頭
目
は
こ
の
蜂
蜜
缶
を
勝
手
に
持
ち
去
っ
た
。
頭
目
は
ツ
ォ
ウ
族
の
通
例
に
よ
れ
ば
、
ツ
ォ

ウ
族
の
土
地
で
採
取
し
た
蜂
蜜
は
ツ
ォ
ウ
族
の
所
有
物
で
あ
る
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。
頭
目
は
葬
儀
に
向
か
う
途
中
で
あ
っ
た
の
で
、

帰
宅
時
に
交
番
に
届
け
出
を
す
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
帰
宅
途
中
に
逆
に
警
察
に
奪
取
罪
で
捕
え
ら
れ
た
。
こ
の
時
頭
目

は
息
子
と
行
動
を
共
に
し
て
お
り
、
頭
目
父
子
は
刑
法
で
定
め
る
普
通
奪
取
罪
で
起
訴
さ
れ
た
。
法
院
の
判
決
は
頭
目
父
子
の
行
為
は

普
通
奪
取
罪
で
あ
る
か
ら
、
各
々
懲
役
六
月
執
行
猶
予
二
年
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
蜂
蜜
が
頭
目
父
子
の
所
有
す
る
土
地
か
ら
採
取

さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
頭
目
父
子
の
土
地
で
は
蜜
蜂
を
飼
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
頭
目
父
子
は
不
法
所
有
の
意
図
で
蜂
蜜
を

奪
い
取
っ
た
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
被
告
人
は
控
訴
し
た
が
、
棄
却
さ
れ
た
。

次
に
�
源
盛
氏
は
以
上
の
四
つ
の
事
件
に
関
す
る
裁
判
所
の
判
断
を
検
討
す
る
。
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�
源
盛
氏
は
国
家
法
に
原
住
民
族
部
落
の
文
化
が
抵
触
し
た
場
合
に
、
原
住
民
の
特
殊
な
文
化
規
範
と
伝
統
的
慣
習
、
原
住
民
の
も

つ
文
化
的
認
識
を
で
き
る
限
り
刑
法
学
の
教
義
の
枠
組
み
に
入
れ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
�
源
盛
氏
は
第
一
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
判
決
が
猥
褻
罪
を
構
成
す
る
に
は
、
そ
の
行
為
が
性
欲
を
興
奪
さ
せ
る
か
或
い
は

満
足
さ
せ
る
に
足
り
る
も
の
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
決
定
す
べ
き
だ
と
し
、
被
告
人
に
は
猥
褻
の
犯
意
は
な
か
っ
た
と
す
る
点
に
注
目
す

る
。
こ
の
点
に
刑
法
の
構
成
要
件
要
素
の
解
釈
に
お
い
て

｢

傾
向
犯｣

の
実
質
的
含
意
を
説
明
し
て
い
る
と
み
て
、
説
得
力
が
あ
る
と

す
る
の
で
あ
る
。
外
的
行
為
だ
け
で
は
な
く
、
行
為
者
の
内
心
の
主
観
的
傾
向
を
強
く
表
わ
し
て
初
め
て
犯
罪
が
成
立
す
る
と
い
う
傾

向
犯
概
念
の
使
用
で
、
こ
の
判
断
が
刑
法
学
の
教
義
の
枠
内
に
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

第
二
の
事
件
に
つ
い
て
�
源
盛
氏
は
、
本
件
判
決
が
被
告
人
三
人
の
行
為
に
社
会
倫
理
的
非
難
性
が
な
い
こ
と
を
判
断
基
準
と
す
る

こ
と
に
対
し
、
こ
れ
は
抽
象
的
な
価
値
概
念
を
判
断
基
準
と
す
る
た
め
論
述
が
濫
用
の
危
険
に
�
が
り
や
す
く
、
主
観
に
陥
り
か
ね
な

い
と
指
摘
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
判
決
自
体
は
、
厳
格
に
刑
罰
を
科
す
に
は
あ
ま
り
に
軽
微
な
違
法
行
為
に
つ
い
て
、
犯
罪
論

の
体
系
を
変
え
る
こ
と
な
く
刑
罰
を
免
れ
さ
せ
、
ま
た
法
院
の
判
決
を
人
々
の
生
活
感
情
に
近
づ
け
て
い
る
こ
と
か
ら
支
持
で
き
る
と

し
て
い
る
。
た
だ
�
源
盛
氏
自
身
は

｢

可
罰
的
違
法
性
理
論｣

を
適
用
す
る
こ
と
を
正
面
か
ら
論
ず
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。第

三
の
事
件
に
つ
い
て
�
源
盛
氏
は
、
最
高
法
院
が
自
己
製
造
猟
銃
は
原
住
民
の
生
活
に
か
か
わ
り
、
し
か
も
そ
の
生
活
に
必
要
で

あ
る
こ
と
に
着
眼
し
、｢

非
犯
罪
化｣

の
範
囲
を
よ
り
緩
や
か
に
認
定
す
る
立
場
に
立
っ
て
い
る
と
し
、
こ
れ
は
原
住
民
の
狩
猟
文
化

を
保
護
す
る
観
点
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
、
こ
の
判
決
に
賛
同
す
る
。
但
し
�
源
盛
氏
自
身
は
有
責
性
の
阻
却
と
し
て

｢

違
法
性
認
識

の
錯
誤｣

が
主
張
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
捉
え
た
よ
う
で
あ
る
。

第
四
の
事
件
に
つ
い
て
�
源
盛
氏
は
、
判
決
が
頭
目
父
子
は
奪
取
行
為
は
処
罰
さ
れ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
の
で
、
刑
法
の
禁
止

規
範
に
対
し
て
不
知
ま
た
は
認
識
の
錯
誤
と
い
う
情
状
は
存
在
し
な
い
と
し
て
有
罪
と
し
た
こ
と
に
疑
問
を
呈
す
る
。
�
源
盛
氏
は
ツ
ォ
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ウ
族
の
財
産
を
盗
ん
だ
相
手
か
ら
蜂
蜜
を
奪
い
返
す
の
だ
と
父
子
が
誤
認
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
奪
取
の
故
意
は
な
い
と
し
て
頭
目
父

子
は
無
罪
と
の
結
論
は
導
け
る
と
す
る
。
�
源
盛
氏
は
憲
法
僧
修
条
文
で
原
住
民
文
化
を
擁
護
す
る
明
文
規
定
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
原

住
民
文
化
の
特
殊
性
や
社
会
組
織
及
び
伝
統
慣
習
等
を
特
に
重
視
す
べ
き
と
考
え
る
な
ら
、
今
回
の
判
決
は
不
十
分
と
見
た
よ
う
で
あ

る
。
�
源
盛
氏
は

｢

誤
想
の
自
救
行
為｣

が
あ
る
と
認
め
る
こ
と
で
、
現
行
刑
法
の
下
で
頭
目
父
子
が
刑
事
責
任
を
負
わ
な
い
と
の
結

論
を
導
き
う
る
と
考
え
て
い
る
。

以
上
�
源
盛
氏
は
原
住
民
の
慣
習
を

｢

犯
罪
不
成
立｣

の
構
成
要
件
阻
却
事
由
、
違
法
性
阻
却
事
由
、
責
任
阻
却
事
由
に
ど
の
よ
う

に
理
論
的
に
結
び
つ
け
る
か
の
と
視
点
で
四
つ
の
事
件
に
対
す
る
法
院
の
判
決
を
検
討
し
た
。
�
源
盛
氏
は
決
し
て
原
住
民
の
犯
罪
行

為
に
対
し
て

｢

文
化
的
弁
護｣
や

｢

文
化
的
抗
弁｣

で
処
理
は
で
き
な
い
と
し
、
あ
く
ま
で
刑
法
学
の
議
論
を
通
し
て
文
化
的
衝
突
の

場
合
の

｢

犯
罪
不
成
立｣

を
処
理
す
る
た
め
の
適
切
な
理
論
や
概
念
を
発
展
さ
せ
る
べ
き
だ
と
言
う
。
�
源
盛
氏
は
慣
習
を
犯
罪
事
実

の
認
定
や
法
解
釈
に
お
け
る
補
足
資
料
と
捉
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
実
践
は
簡
単
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
の
分
そ
こ
か
ら
は
多

元
的
な
社
会
と
し
て
生
き
よ
う
と
す
る
台
湾
の
司
法
界
の
姿
が
読
み
取
れ
、
一
層
注
意
を
引
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
四
つ
の
文
献
か
ら
、
台
湾
社
会
の
特
殊
性
が
慣
習
を
通
じ
て
浮
か
び
上
が
る
点
が
と
り
わ
け
興
味
深
い
。

台
湾
は
、
原
住
民
社
会
―
オ
ラ
ン
ダ
・
ス
ペ
イ
ン
の
支
配
―
鄭
氏
支
配
―
清
朝
支
配
―
日
本
統
治
―
国
民
党
政
権
―
一
九
九
〇
年
代

以
降
の
民
主
化
が
促
進
さ
れ
現
代
に
至
る
時
期
と
い
う
よ
う
に
、
度
重
な
る
社
会
の
変
動
を
経
る
。
そ
の
う
え
民
族
的
に
も
原
住
民
と

漢
民
族
に
大
き
く
分
か
れ
、
漢
民
族
は
さ
ら
に
�
南
系
、
客
家
、
福
�
人
に
分
け
ら
れ
る
と
い
う
特
徴
を
も
つ
。
そ
の
た
め
多
元
的
な

観
点
が
強
調
さ
れ
、
そ
う
す
る
こ
と
で
社
会
の
調
和
を
保
つ
必
要
が
生
じ
法
制
度
も
そ
の
問
題
に
無
縁
で
は
い
ら
れ
ず
、
そ
の
意
味
で

歴
史
的
な
法
制
度
の
探
究
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
の
中
で
西
欧
近
代
型
法
制
度
に
伝
統
的
な
台
湾
の
慣
習
を
ど
う
組
み
込

む
か
と
の
問
題
意
識
が
登
場
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
台
湾
の
法
制
史
学
者
は
伝
統
は
す
ば
ら
し
い
と
単
純
に
賞

讃
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
伝
統
を
ど
う
生
か
せ
る
か
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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さ
て
台
湾
に
つ
い
て
の
研
究
報
告
の
紹
介
に
多
く
の
ペ
ー
ジ
を
割
い
た
が
、
沖
縄
の
慣
習
に
つ
い
て
は
上
地
氏
の
報
告
が
論
文
に
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
。
上
地
一
郎

｢

共
同
性
の
創
発
―
土
地
整
理
事
業
以
後
の
沖
縄
の
村
落
共
同
体
―｣

(『

高
岡
法
学』

三
二
、
二
〇
一

四
年)
で
あ
る
。
そ
こ
で
上
地
氏
の
論
文
に
基
づ
い
て
以
下
述
べ
る
。

一
八
七
九

(
明
治
一
二)

年
の

｢

琉
球
処
分｣

の
後
、
沖
縄
県
政
の
基
本
方
針
は

｢

旧
慣
存
置
政
策｣

で
あ
っ
た
。
土
地
に
つ
い
て

言
え
ば
、
旧
慣
土
地
制
度
の
根
幹
を
な
し
た
の
は

｢

地
割
制
度｣

で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
耕
地
の
大
部
分
を
村
落
が
管
理
し
、
定
期
的
に

村
落
構
成
員
に
対
し
て
割
替
え
と
配
分
を
な
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。｢

琉
球
処
分｣

後
も
こ
の
形
が
残
る
が
、
し
か
し
こ
の
後
一
八

九
九

(

明
治
三
二)

年
三
月
一
〇
日
公
布
の

｢

沖
縄
県
土
地
整
理
法｣

に
基
づ
い
て
、
地
割
制
を
廃
止
し
、
土
地
の
私
的
所
有
権
の
認

定
と
地
租
の
徴
収
の
た
め
の
地
価
を
決
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
、
沖
縄
県
土
地
整
理
事
業
が
進
め
ら
れ
る
。
一
九
〇
三

(

明
治
三

六)

年
の
こ
の
事
業
の
完
成
に
よ
り
旧
慣
土
地
制
度
は
解
体
さ
れ
た

(

上
地
論
文
一
―
八
頁)

。

上
地
氏
は

｢

琉
球
処
分｣

か
ら

｢
沖
縄
県
土
地
整
理
事
業｣

の
完
成
ま
で
の
沖
縄
の
近
代
化
の
過
程
に
お
け
る
村
落
社
会
の
変
化
を

検
討
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
一
つ
土
地
問
題
と
関
わ
る
杣
山

(

ソ
マ
ヤ
マ)

の
問
題
を
挙
げ
て
み
る
。
杣
山
と
は
、
本
来
官
木
を
調

達
す
る
山
林
と
さ
れ
、
琉
球
王
国
で
は
山
奉
行
所
の
監
督
下
に
置
か
れ
、
間
切
・
島
・
村
が
管
理
す
る
が
、
農
民
に
は

｢

入
会
的｣

な

利
用
が
認
め
ら
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。｢

琉
球
処
分｣

の
後
、
沖
縄
で
は
各
地
の
山
林
で
樹
木
の
濫
伐
が
生
じ
、
急
速
に
山
林

が
荒
廃
し
た
と
言
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
上
地
氏
は
、
村
落
に
お
け
る
杣
山
の
管
理
制
度
は
、
近
世
琉
球

(

一
六
〇
九
年
の
薩
摩
侵
入

事
件
を
契
機
と
し
た
幕
藩
体
制
へ
の
包
摂
以
降)

の
王
府
の
政
治
権
力
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
管
理
制
度
が
村
落
レ
ベ
ル

で
ほ
と
ん
ど
根
付
い
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
旧
王
府
に
よ
る
管
理
が
な
く
な
る
と
山
林
の
取
り
締
ま
り
が
緩
み
、
荒
廃
が
進
ん
だ
と
し

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
明
治
一
〇
年
代
以
降
、｢

士
族
授
産｣

の
必
要
や
、｢
食
糧
問
題
の
解
決｣

・｢

殖
産
興
業｣

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
で

の
杣
山
開
墾
、
ま
た
土
地
整
理
事
業
に
と
も
な
い
杣
山
が
官
有
と
さ
れ
た
う
え
で
払
下
げ
ら
れ
た
こ
と(

杣
山
処
分)

を
経
た
こ
と
で
、

村
落
で
は
新
た
な
山
林
管
理
制
度
の
構
築
が
促
さ
れ
た
と
言
う
。
払
下
げ
金
を
負
担
し
て
杣
山
を
取
り
戻
し
た
後
に
、
村
落
が
山
林
の
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造
植
林
や
禁
伐
林
の
設
定
保
護
や
盗
伐
取
り
締
ま
り
の
強
化
と
い
う
山
林
の
保
護
と
利
用
の
体
系
化
を
図
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
う
の

で
あ
る

(

上
地
論
文
、
八
―
一
三
頁)

。

上
地
氏
の
論
文
で
は
先
述
の
如
く
杣
山
に
つ
い
て

｢

入
会
的｣

と
の
表
現
を
し
て
い
た
よ
う
に
、
杣
山
は
日
本
の
入
会
と
必
ず
し
も

同
じ
と
捉
え
ら
れ
な
い
点
を
指
摘
す
る
。
本
来
官
木
を
調
達
す
る
山
林
が
杣
山
で
あ
っ
た
が
、
元
来
山
林
に
つ
い
て
は
か
な
り
自
由
に

木
を
伐
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
が
あ
っ
た
り
、
樹
木
の
伐
採
後
は
自
然
に
任
せ
る
と
い
う
状
況
が
見
ら
れ
た
。
そ
し
て
杣
山
の
利
用
と

管
理
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
村
落
内
部
で
は
個
人
を
基
準
に
人
頭
割
り
で
利
用
さ
れ
た
と
言
え
、
家
を
基
調
と
す
る
日
本
の
入
会
山
の
利

用
と
は
異
な
っ
て
い
る
面
が
見
ら
れ
る
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
が
土
地
整
理
事
業
後
の
杣
山
払
下
げ
に
よ
り
、
日
本
の

入
会
の
よ
う
な
管
理
制
度
を
作
る
村
落
も
で
て
き
た
と
し
て
い
る

(

上
地
論
文
、
八
―
一
三
頁)

。

但
し
上
地
氏
は
沖
縄
の
入
会
の
実
態
や
、
明
治
以
降
設
立
さ
れ
た

｢

共
同
店｣

と
い
う
村
落
の
経
済
組
織
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
分

析
は
今
後
の
課
題
と
し
て
稿
を
終
え
て
い
る

(

２)

。

さ
て
、
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
報
告
が
香
港
に
つ
い
て
で
あ
る
。

松
原
報
告
で
は
、
典
と
売
、
そ
の
各
々
に
関
連
す
る
諸
慣
行
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
人
々
の
意
識
、
そ
し
て
典
と
売
各
々
の
位
置
付
け

に
基
づ
く
と
こ
ろ
の
両
者
の
関
連
性
が
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
は
お
よ
そ
西
欧
近
代
法
に
い
う
所
有
権
概
念
と
は
異
な
る
土
地
に

対
す
る
人
々
の
捉
え
方
が
浮
か
ん
で
く
る
。

｢

前
稿｣

で
、
西
欧
近
代
法
概
念
導
入
以
前
の
日
本
に
お
い
て
は
、
土
地
に
は
重
畳
的
に
関
与
す
る
人
々
が
存
在
し
、
そ
の
人
々
の

間
で
は
も
の
を
生
み
出
す
存
在
で
あ
る
土
地
か
ら
の
収
穫
物
を
分
配
し
あ
う
こ
と
が
意
識
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
点
を
挙
げ
た
。
そ
し

て
こ
の
土
地
に
対
す
る
捉
え
方
は
戦
前
の
台
湾
に
お
い
て
も
類
似
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
伝
統
中
国
で
の
土
地
慣

行
か
ら
も
同
様
な
捉
え
方
が
読
み
取
れ
る
こ
と
を
挙
げ
た
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
香
港
に
お
け
る
人
々
の
土
地
に
対
す
る
意
識
に

つ
い
て
も
、
や
は
り
西
欧
近
代
法
概
念
が
導
入
さ
れ
る
以
前
の
日
本
、
台
湾
、
中
国
大
陸
と
の
類
似
性
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
非
常
に
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興
味
深
く
感
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

三

結
び

研
究
会
に
お
け
る
一
連
の
報
告
に
つ
き
筆
者
の
研
究
と
の
関
係
で
台
湾
に
絞
っ
て
言
う
と
、
台
湾
で
は
特
に
近
年
慣
習
が
か
な
り
重

視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
歴
史
的
経
緯
や
民
族
的
な
特
殊
性
を
抱
え
る
台
湾
が
多
元
的
な
価
値
を
認
め
る
社
会
へ
と
進

む
道
を
選
ぼ
う
と
す
る
な
ら
、
社
会
の
調
和
の
維
持
の
た
め
に
必
然
的
に
引
き
受
け
ざ
る
を
得
な
い
結
果
と
も
言
え
る
。
こ
れ
ま
で
は

近
代
法
概
念
の
導
入
と
の
関
係
で
常
に
問
題
と
な
っ
た
慣
習
が
、
今
日
は
多
元
的
価
値
の
承
認
と
の
関
係
で
注
目
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
慣
習
が
今
な
お
注
目
さ
れ
る
と
い
う
点
か
ら
言
え
ば
前
稿
で
挙
げ
た
よ
う
に
、
日
本
に
お
い
て
も
近
年

｢

入
会｣

慣
習
が

コ
モ
ン
ズ
論
と
の
関
係
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
日
本
法
社
会
学
会
編

『

法
社
会
学』
七
三

(

二
〇
一
〇
年)

の
表
題
は

｢

コ
モ
ン
ズ
と
法｣

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
本
年
報
の

編
集
委
員
会
企
画
が

｢

コ
モ
ン
ズ
と
法｣

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
本
企
画
の
企
画
趣
旨
説
明

(

樫
木
秀
木)

の
中
で
も
、
コ
モ

ン
ズ
と
し
て
日
本
の

｢

入
会｣

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
本
年
報
に
は
二
〇
一
〇
年
五
月
の
法
社
会
学
学
会
で
の
学
術
大
会
企
画
関

連
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

｢

コ
モ
ン
ズ
論
の
射
程
拡
大
と
法
社
会
学
の
課
題｣

も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
企
画
趣
旨
説
明

(

高
村
学
人)

の
中
で
も
入
会
と
コ
モ
ン
ズ
論
の
関
係
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

日
本
に
お
け
る
近
年
の
慣
習
に
関
わ
る
研
究
と
い
う
意
味
か
ら
、
こ
の
点
に
関
し
て
筆
者
の
知
り
う
る
範
囲
で
補
足
し
て
お
く
と
、

極
最
近
の
も
の
で
は
加
藤
雅
信
氏
の
論
稿
が
、
コ
モ
ン
ズ
論
に
基
づ
い
て

｢
入
会｣

に
関
し
て
大
変
興
味
深
い
説
明
を
し
て
い
る
。
加

藤
雅
信

｢

所
有
権
法
の
歴
史
と
理
論
―
所
有
権
発
生
の
社
会
構
造
―｣

(

日
本
法
社
会
学
会
編

『

法
社
会
学』

八
〇
、
二
〇
一
四
年)
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で
あ
る
。
但
し
こ
の
論
稿
を
見
る
に
先
立
っ
て
コ
モ
ン
ズ
論
の
理
解
も
必
要
と
な
る
の
で
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
前
稿
で
も
挙
げ

た
山
本
顯
治
氏
に
よ
る
説
明
が
明
解
で
わ
か
り
や
す
い
の
で
、
も
う
一
度
こ
こ
で
、
よ
り
詳
し
く
挙
げ
て
お
く
。

山
本
論
文
に
よ
る
と

(

３)

、｢

共
有
地

(

コ
モ
ン
ズ)

の
悲
劇｣

が
示
す
の
は
、
共
有
さ
れ
て
い
る
財
は
そ
の
使
用
を
人
々
の
個
人
的
合

理
性
に
任
せ
て
お
く
と
、
過
剰
に
浪
費
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
こ
と
で
あ
る
と
言
う
。
こ
の
事
態
は
つ
い
に
は
財
の
枯
渇
を
引
き

起
こ
す
。
財
の
枯
渇
に
ま
で
到
り
う
る
財
が
過
剰
利
用
さ
れ
て
い
る
状
態
は
、
社
会
レ
ベ
ル
で
の
財
の
効
率
的
利
用
が
阻
害
さ
れ
て
い

る
と
い
え
る
。
山
本
氏
は
排
他
的
な
私
有
財
産
権
を
設
け
る
こ
と
で

｢

共
有
地
の
悲
劇｣

、
つ
ま
り
財
の
枯
渇
に
到
り
う
る
状
況
を
回

避
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
点
に
も
注
目
し
て
い
る
。
共
有
地
を
社
会
全
体
か
ら
み
て
適
正
な
程
度
で
利
用
す
る
と
い
う
、
財
の
社
会

レ
ベ
ル
で
の
効
率
的
利
用
を
達
成
す
る
た
め
の
、
そ
の
一
つ
の
手
段
と
し
て
財
産
権
が
正
当
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
財
産
権
と
い
う
権
利
の
正
当
化
は
、
既
存
の
法
体
系
か
ら
の
リ
ー
ガ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
演
繹
的
衡
量
や
、
ロ
ッ
ク
に
代
表
さ
れ

る

｢

自
己
所
有
権
の
延
長｣

と
い
う
な
ん
ら
か
の
道
徳
的
権
利
を
基
礎
と
す
る
正
当
化
と
は
異
な
る
と
い
う
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
コ
モ
ン
ズ
論
か
ら
、
従
来
と
は
異
な
る
財
産
権
の
正
当
化
の
視
点
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
前
稿
で
も
挙
げ
た
山
本
氏
の

言
う
財
産
権
の
正
当
化
を
巡
る

｢

厚
生
対
権
利｣
の
問
題
を
意
識
す
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
前
稿
で
は

｢

ア
ン
チ
コ
モ
ン
ズ
の
悲
劇｣
に
つ
い
て
も
触
れ
た
の
で
、
こ
の
点
も
山
本
論
文
に
よ
り
見
て
み
る
。｢

ア
ン

チ
コ
モ
ン
ズ
の
悲
劇｣

と
は
、
私
有
財
産
権
を
強
調
し
す
ぎ
る
な
ら
、
今
度
は
逆
に

｢

財
の
過
少
利
用｣

が
生
じ
て
し
ま
う
こ
と
だ
と

言
う
。
例
と
し
て
は
、
新
薬
を
開
発
し
よ
う
と
し
て
も
複
数
の
特
許
権
が
関
わ
っ
て
く
る
時
、
す
べ
て
の
特
許
権
者
の
同
意
を
取
り
付

け
る
た
め
の
取
引
費
用
が
余
り
に
高
い
こ
と
や
、
ま
た
各
々
の
権
利
者
の
利
害
関
心
の
相
違
か
ら
全
員
の
同
意
取
り
付
け
が
困
難
で
あ

る
こ
と
等
の
様
々
な
理
由
か
ら
、
当
該
薬
品
の
開
発
が
な
さ
れ
な
い
結
果
と
な
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
新
し
い
医
薬

品
が
開
発
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
社
会
的
非
効
率
が
生
じ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
社
会
的
非
効
率
を
避
け
る
た
め
、
つ
ま
り
財

の
効
率
的
利
用
を
導
く
た
め
に
、
今
度
は
私
有
財
産
権
が
制
約
を
受
け
る
こ
と
が
正
当
化
さ
れ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
財
産
権
は
社
会
的
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な
財
の
効
率
的
利
用
を
導
く
た
め
に
正
当
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
制
約
も
受
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
点
を
確
認
し
た
う
え
で
加
藤
氏
の
論
稿
を
見
て
み
る
。

加
藤
氏
も

｢

コ
モ
ン
ズ
の
悲
劇｣

か
ら
、
入
会
地
が
過
大
利
用
に
よ
り
疲
弊
す
る
と
さ
れ
た
点
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
入

会

｢

権｣
は
、
構
成
員
に
対
す
る
利
用
規
制
と
、
構
成
員
以
外
の
者
に
対
す
る
利
用
排
除
を
も
た
ら
す
の
で
、
こ
の
二
つ
に
よ
っ
て
過

大
利
用
に
よ
る
疲
弊
を
防
止
す
る
権
利
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
し
て
い
る

(

加
藤
論
文
六
三
―
六
四
頁)

。
加
藤
氏
も
入
会

｢

権｣

と
い

う
権
利
の
正
当
化
の
根
拠
を
、
自
然
状
態
で
の
再
生
産
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
保
つ
と
い
う
点
、
つ
ま
り
山
本
論
文
で
見
た
よ
う
な
、
財
の

社
会
レ
ベ
ル
で
の
効
率
的
利
用
の
達
成
に
求
め
て
い
る
。

ま
た
こ
の
他
、
加
藤
論
文
に
よ
る

｢

入
会
地｣

に
つ
い
て
の
説
明
も
興
味
深
い

(

４)

。

ま
ず
農
地
で
あ
る
。
加
藤
氏
は
、
農
業
的
な
資
本
投
下
を
す
れ
ば
収
穫
が
期
待
で
き
る
土
地
は
農
地
と
な
り
、
私
的
所
有
の
対
象
と

な
る
と
す
る
。
逆
に
何
を
行
な
っ
て
も
そ
の
土
地
か
ら
の
有
価
物
の
取
得
が
期
待
で
き
な
い
な
ら
、
人
々
は
資
本
投
下
も
ま
た
労
務
投

下
も
行
な
わ
な
い
の
で
、
そ
の
よ
う
な
土
地
は
無
主
の
土
地
と
し
て
遊
牧
地
や
狩
猟
採
集
地
と
な
る
か
、
或
い
は
荒
れ
地
と
し
て
放
置

さ
れ
る
と
言
う
。
そ
し
て
こ
の
二
つ
の
中
間
に
当
た
る
土
地
が
入
会
地
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
言
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
農
業
的
な

資
本
投
下
は
意
味
を
も
た
な
い
が
、
そ
の
土
地
か
ら
自
生
し
て
く
る
飼
料
用
草
木
や
薪
炭
用
雑
木
の
採
集
が
一
定
量
期
待
で
き
る
土
地

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
土
地
で
は
、
過
大
採
集
に
よ
り
翌
年
か
ら
の
採
集
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
外
部
者
を
排
除
し

内
部
者
を
統
制
す
る
と
い
う
入
会
的
規
則
が
働
く
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
入
会
的
規
則
を
す
る
た
め
の
管
理
と
い
う
最
小
限
の
労
務
投

下
が
な
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
加
藤
氏
は
説
明
す
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
入
会
に
お
け
る
離
村
者
失
権
の
原
則
と
は
、
も
し
離
村
者
に
そ
の
ま
ま
そ
の
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
認
め
、
そ
の
権
利
請
求

に
応
じ
続
け
る
な
ら
本
来
の
土
地
が
侵
食
さ
れ
、
果
て
に
は
消
滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
そ
の
防
止
の
た
め
に
必
然
的
に
生
じ
る

も
の
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
な

｢

入
会｣

観
を
述
べ
る
加
藤
氏
で
あ
る
が
、
で
は
当
該
論
稿
で
所
有
権
概
念
の
発
生
に
つ
い
て
は
ど
う
述
べ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
極
々
簡
単
に
そ
の
述
べ
る
と
こ
ろ
を
見
て
み
る
と
、
加
藤
氏
は
、
人
類
社
会
の
初
期
段
階
で
は
所
有
権
は
占
有
に
基
礎
を

置
い
た
が
、
生
産
の
増
大
に
伴
い
階
層
が
分
化
す
る
と
、
生
産
力
の
増
強
と
い
う
面
か
ら
所
有
権
が
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
す

る
。
ま
た
定
着
農
耕
社
会
、
遊
牧
社
会
、
狩
猟
採
集
社
会
、
工
業
社
会
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
そ
の
社
会
で
の
生
産
量
を
極
大
化
す
る

た
め
に
、
労
務
投
下
等
を
な
し
た
者
に
労
務
等
の
資
本
投
下
の
対
象
物
に
所
有
権
を
認
め
る
と
い
う
形
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
、

所
有
権
発
生
の
起
源
を
求
め
て
い
る
。
こ
こ
で
も
先
述
の
山
本
氏
が
財
の
社
会
レ
ベ
ル
で
の
効
率
的
利
用
を
達
成
す
る
た
め
の
一
つ
の

手
段
と
し
て
財
産
権
が
正
当
化
さ
れ
る
と
し
た
も
の
と
同
様
の
視
点
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
極
僅
か
の
例
を
挙
げ
た
だ
け
で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
日
本
に
お
い
て
も

｢

コ
モ
ン
ズ
論｣

と
い
う
新
た
な
研
究
動
向
と
の

関
係
で
、
入
会
の
よ
う
な

｢

慣
習｣
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合

｢

慣
習｣

は
、
近
代
法
の
下
の

｢

権
利｣

の
位
置
付
け
に

新
た
な
意
味
付
け
を
も
た
ら
す
、
社
会
レ
ベ
ル
の
効
率
性
と
い
う
視
点
と
の
関
連
で
登
場
し
て
い
る
。
近
代
法
制
度
の
下
で
の
多
元
性

の
承
認
と
の
関
係
で

｢

慣
習｣

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
台
湾
と
は
、
そ
の
論
ず
る
内
容
は
か
な
り
異
な
る
の
で
は
あ
る
が
、｢

慣
習｣

に
注
目
す
る
と
い
う
、
こ
の
一
点
に
お
い
て
は
日
本
も
台
湾
も
共
通
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
こ
の
小
稿
を
終
え
た
い
と
思
う
。
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注
(

１)

次
の
論
文
か
ら
祭
祀
公
業
に
つ
い
て
の
関
連
法
令
の
沿
革
や

｢

祭
祀
公
業
條
例｣

の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

謝
杞
森
・
松
田
恵
美
子
訳

｢

共
有
者
が
多
数
決
で
共
有
地
を
処
分
す
る
こ
と
の
合
理
性
―
台
湾
の
土
地
法
及
び
祭
祀
公
業
條
例
の
規
定
を
中

心
に
―｣

(『

名
城
法
学』

六
二
―
四
、
二
〇
一
三
年)

(

２)

な
お
沖
縄
の
土
地
整
理
事
業
の
過
程
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
述
べ
る
も
の
と
し
て
次
が
あ
る
。
ま
た
そ
こ
で
は
、
杣
山
に
つ
い
て
は
戦
後
ア

メ
リ
カ
の
軍
用
地
と
な
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
沖
縄
特
有
の
問
題
の
存
在
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

上
地
一
郎

｢
旧
慣
諸
制
度
の
解
体
と
日
本
へ
の
制
度
的
統
合
―
明
治
三
二
年
沖
縄
県
土
地
整
理
事
業
の
再
定
位
―｣

(『

高
岡
法
学』

三
一
、

二
〇
一
三
年)

(

３)

山
本
顯
治

｢

現
代
不
法
行
為
法
学
に
お
け
る

『

厚
生』

対

『

権
利』

―
不
法
行
為
法
の
目
的
論
の
た
め
に
―｣

(『

民
商
法
雑
誌』

一
三
三
―

六
、
二
〇
〇
六
年)

第
二
章

｢
コ
モ
ン
ズ
の
悲
劇｣

と

｢

ア
ン
チ
コ
モ
ン
ズ
の
悲
劇｣

(

４)

入
会
に
つ
い
て
は
、
加
藤
論
文
の
特
に
第
二
章
の

｢

生
産
財
所
有
権
の
誕
生｣

に
詳
し
い
。

｢慣習と 『近代』｣ 研究会についての一報告

(名城 '15) 65－1･2－467

二
二


